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３．業務提携の相手先の概要 

（１）商号 生活協同組合コープさっぽろ 

（２）主な事業内容 食品小売業、宅配事業 

（３）設立年月日 1966 年（昭和 41 年）1 月 27 日 

（４）本店所在地 札幌市西区発寒十一条五丁目 10 番 1 号 

（５）代表者 理事長 大見 英明 

（６）出資金 72,457 百万円（2019 年 3 月期現在） 

（７）直近の経営成績及び財政状態 

 決算期 2017 年 3 月期 2018 年 3 月期 2019 年 3 月期 

 純資産 35,246 百万円 40,914 百万円 44,587 百万円 

 総資産 135,128 百万円 131,691 百万円 134,724 百万円 

 供給高 276,020 百万円 280,256 百万円 281,583 百万円 

 事業剰余金 6,270 百万円 5,449 百万円 4,098 百万円 

 経常剰余金 5,407 百万円 4,710 百万円 3,537 百万円 

 当期剰余金 2,678 百万円 3,730 百万円 1,043 百万円 

（８）店舗数 店舗事業 107 店、宅配事業 35 センター、13 デポ 

（2019 年 12 月 20 日現在） 

   

４．今後の見通し 

当社の2020年５月期連結業績に与える影響は軽微であると見込んでおります。 
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